
〔1〕

議
　

長

副議長

議
　

員

114
114

2
7

2
7

11
3
1

3
1



〔2〕

 　

議
会
提
出
議
案

　

議
会
提
出
議
案
は
、
意
見
書
３
件
を

提
出
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
本
会
議
で

可
決
し
、
国
な
ど
に
意
見
書
を
送
付
し

ま
し
た
（
内
容
は
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

26
年
度
補
正
予
算

　

平
成
26
年
度
補
正
予
算
案
が
提
案
さ

れ
、
駅
前
複
合
施
設
民
間
棟
建
設
事
業

費
の
一
部
補
助
、
平
成
27
年
１
月
か
ら

始
ま
る
第
３
子
以
降
の
出
産
費
用
の
助

成
、
県
立
病
院
跡
地
の
整
備
、
冬
期
に

お
け
る
中
学
校
の
遠
距
離
通
学
支
援
の

拡
充
、
除
雪
委
託
料
の
増
額
な
ど
の
予

算
を
審
議
し
、
本
会
議
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額

４
６
４
億
５
６
１
５
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
般
議
案

　

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
、
市
長
等
の

給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例
制
定
、
食

品
工
業
団
地
造
成
事
業
用
地
な
ど
の
財

産
の
取
得
、
損
害
賠
償
額
の
決
定
な
ど

の
議
案
を
、
各
常
任
委
員
会
で
専
門
的

に
審
査
し
た
後
、
本
会
議
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

人
事
案
件

　

市
長
か
ら
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ

れ
、
適
任
と
認
め
ま
し
た
。

　

一
般
質
問

　

２
日
間
に
わ
た
り
、
12
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
市
長
、
教

育
長
に
答
弁
を
求
め
、
市
政
を
た
だ
し

ま
し
た
（
質
問
と
答
弁
は
４
ペ
ー
ジ
か

ら
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

市
議
会

市
議
会
1212
月
定
例
会
を
開
催

月
定
例
会
を
開
催

提案理由を説明する市長提案理由を説明する市長

人　事
人権擁護委員
（適任）

小泉　　　茂
［新任］
（真中）

小島　美枝子
［再任］
（豊町）

〜

○
12
月
定
例
会
の
概
要

○
11
月
臨
時
会
の
概
要

○
議
決
結
果

４

〜
９

○
一
般
質
問

10

〜
11

○
常
任
委
員
会
審
査
状
況

12
○
意
見
書
の
提
出

13
○
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ほ
か

14

〜
15

○
議
会
報
告
会
の
概
要

16
○
２
月
定
例
会
日
程（
予
定
）ほ
か

○
編
集
後
記
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11
月
４
日
に
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
市
民
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル
客
席
改
修
工
事
に
伴
う
契
約

の
締
結
に
関
す
る
議
案
、
７
月
９

日
の
大
雨
に
よ
り
崩
壊
し
た
中
々

山
地
内
及
び
上
寺
内
地
内
の
法
面

の
復
旧
に
伴
う
補
正
予
算
の
専
決

処
分
の
承
認
議
案
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会

で
慎
重
に
審
査
し
た
後
、
本
会
議

で
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

11
月
臨
時
会
を
開
催

改修前の文化会館改修前の文化会館
大ホール客席大ホール客席

市 民 ク ラ ブ 稲垣富士雄、佐藤武男、中村　功、小川　徹、宮島信人、長谷川健吉、井畑隆二、佐久間敏夫
新発田政友会 川﨑孝一、比企広正、大沼長栄、今田修栄、湯浅佐太郎、若月　学、小柳　肇
民 主 ク ラ ブ 宮野昭平、入倉直作、青木泰俊、渡部良一、小坂博司
日 本 共 産 党 加藤和雄、宮村幸男、佐藤真澄
公 明 党 渡邊喜夫、石山洋子

※１ 「総　　務」：総務常任委員会
　　　「社会文教」：社会文教常任委員会
　　　「経済建設」：経済建設常任委員会
　　　「分割付託」：各常任委員会に分割して付託されたもの
　　　 但し、審査した委員会がない案件は本会議で即決

※２　「可決」：全員賛成または賛成多数により可決、推薦、承認、採択等と議決したもの
　　　「否決」：賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの
※３　「○」：会派構成議員全員がその議案等に対して賛成したもの
　　　「×」： 会派構成議員全員がその議案等に対して「賛成以外」のもの
※４　 議長は地方自治法第116条により表決には参加しないため、表決に参加する全議員数は

24人です。

　11月臨時会の議案のうち、26年度補正予算等の市長提出議案２件は、各常任委員会で専門的に審査した後、本会議でそれぞれ下記のと
おり議決しました。12月定例会の議案のうち、26年度補正予算等の市長提出議案17件、議会提出議案３件、請願３件は、各常任委員会
で専門的に審査した後、人事案件及び議会提出議案は直接、本会議でそれぞれ下記のとおり議決しました（※各委員会審査状況は10ペー
ジから11ページを参照ください）。

11月臨時会及び12月定例会で審査された案件
審査した
委員会
※１

議決結果
※２

市
民
ク
ラ
ブ

※
３

新
発
田
政
友
会

※
３

民
主
ク
ラ
ブ

※
３

日
本
共
産
党

※
３

公

明

党
※
３

賛
　

成
　

※
４

反
　

対
　

※
４

11
月
臨
時
会

市
長
提
出
議
案

26年度補正予算
一般会計（第６号）（専決） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０

その他
契約の締結について（市民文化会館大ホール客席改修工事） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０

12
月
定
例
会

市　

長　

提　

出　

議　

案

人事案件
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０

条例の制定
市長等の給料の特例に関する条例 総務 可決 ○ ○ × ○ ○ 19 5

条例の一部改正
新発田市国民健康保険条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
新発田市妊産婦医療費助成に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
米倉ふれあい農園設置及び管理に関する条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
新発田市立学校の設置に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０

26年度補正予算
一般会計（第７号）（専決） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
一般会計（第８号） 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
一般会計（第９号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
介護保険事業特別会計（第３号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
水道事業会計（第３号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０

その他
字の変更について（県営坂井川右岸地区区画整理事業の施行に伴う字の変更） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
公の施設に係る指定管理者の指定について
（新発田市ふれあいセンター桜館、新発田市農畜産物等販売所やまざくら） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０

財産の取得について（新潟都市計画道路五十公野公園荒町線整備事業用地） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
新潟県市町村総合事務組合規約の変更について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
財産の取得について（新発田食品工業団地造成事業用地） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
損害賠償の額の決定について 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０

議
会
提
出
議
案

意見書
「女性が輝く社会」の実現に関する意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
山村振興法の延長と施策の拡充を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
国民健康保険を充実させ、国民皆保険体制を維持・発展させるため、国庫負担の
増額を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０

請　

願

国保税を軽減し､減免制度の改善・拡充で｢払える国保税｣の実現を求める請願書 社会文教 否決 × × × ○ × 3 21
国民健康保険を充実させ､国民皆保険体制を維持・発展させるため、国庫負担の
増額を求める意見書の提出を求める請願書 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
消費税10％の実施は｢先送り｣ではなく､直ちに｢中止｣することを求める意見書提
出の請願書 総務 否決 × × ○ ○ × 8 16
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市長の２期目の政治姿勢について
公約のうち産業振興における企業
誘致について

問
い

答
え

問
い

答
え

Ｑ 

市
長
の
２
期
目
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

 

Ａ 

ま
ち
づ
く
り
実
行
プ
ラ
ン
の
３
つ
の
公
約
を
着
実

に
実
行
で
き
る
よ
う
事
業
の
精
査
を
進
め
て
い
る

二階堂市政の２期目について

問
い

答
え

Ｑ 

二
階
堂
市
政
の
２
期
目
に
つ
い
て

 

Ａ 

限
ら
れ
た
財
源
を
計
画
的
に
活
用
し
、行
財
政
改
革
に

努
め
、今
後
と
も
健
全
な
財
政
運
営
を
進
め
て
い
く

加治川小学校のスクールバス加治川小学校のスクールバス

市長選挙開票作業の様子市長選挙開票作業の様子

Ｑ 

公
約
の
う
ち
産
業
振
興
に
お
け
る
企
業
誘
致
に
つ
い
て

 

Ａ 

企
業
が
進
出
し
や
す
い
環
境
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
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振り込め詐欺等の対策について
原油高騰対策について

問
い

答
え

問
い

答
え

Ｑ 

振
り
込
め
詐
欺
等
の
対
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
被
害
防
止
対
策
に

努
め
て
い
き
た
い

２期目の二階堂市政最大の懸案
「産業振興」について

問
い

答
え

Ｑ 

２
期
目
の
二
階
堂
市
政
最
大
の
懸
案
「
産
業
振
興
」
に

つ
い
て

 

Ａ 

各
種
産
業
へ
の
経
済
波
及
効
果
を
創
出
し
、
活
気
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
役
立
て
て
い
き
た
い

Ｑ 

原
油
高
騰
対
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

園
芸
農
家
へ
は
国
の
支
援
策
を
周
知
し
て
い
く

福
祉
灯
油
助
成
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

被害防止啓発ステッカー被害防止啓発ステッカー
((イメージイメージ))

他
の
質
問
‥「
公
共
施
設
の
禁
煙

化
推
進
に
つ
い
て
」

市職員に訓示する市長市職員に訓示する市長
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社会体育施設の充実について
母子へのＤＶ・虐待の状況と対策
について

Ｑ 

社
会
体
育
施
設
の
充
実
に
つ
い
て

 

Ａ 「
大
規
模
体
育
施
設
整
備
計
画
」を
策
定
し
、
施
設

の
長
寿
命
化
や
新
た
な
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
る

支援を必要とする子ども、若者が
地域で安心して暮らすために
子育て支援の環境整備、赤ちゃん駅
の導入について

Ｑ 

支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
、
若
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

 

Ａ 

必
要
に
応
じ
て「
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
設
置

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い

文化会館に設置されて文化会館に設置されて
いるおむつ交換台いるおむつ交換台

新発田市カルチャーセンター新発田市カルチャーセンター Ｑ 

子
育
て
支
援
の
環
境
整
備
、赤
ち
ゃ
ん
駅
の
導
入
に
つ
い
て

 

Ａ 

移
動
式
の
赤
ち
ゃ
ん
駅
に
つ
い
て
は
、早
速
、

導
入
す
る
方
向
で
検
討
す
るＱ 

母
子
へ
の
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
の
状
況
と
対
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

平
成
25
年
度
の
市
内
に
お
け
る
Ｄ
Ｖ
は
８
件
、

児
童
虐
待
は
60
件
で
あ
る

他
の
質
問
‥「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
に

つ
い
て
」
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必ず起こりうる大災害の地域
防災の徹底
農業の現状と問題点

Ｑ 

必
ず
起
こ
り
う
る
大
災
害
の
地
域
防
災
の
徹
底

 

Ａ 

自
主
防
災
組
織
の
円
滑
な
運
営
と
体
制
強
化

を
支
援
し
て
い
く

薬用植物の産地化に向けて実証栽培の
経過と今後の取り組みについて
イノシシ出没における農作物の被害状況
と予防対策及び駆除対策について

Ｑ 

薬
用
植
物
の
産
地
化
に
向
け
て
実
証
栽
培
の
経
過
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

Ａ 

今
年
度
は
、
栽
培
技
術
の
習
得
と
種
苗
の
確
保

を
目
的
と
し
た

市消防団の出初式市消防団の出初式

Ｑ 

農
業
の
現
状
と
問
題
点

 

Ａ 

市
と
農
協
と
の
間
で
今
ま
で
以
上
に
連
携
を
深
め

な
が
ら
、地
域
農
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

Ｑ 

イ
ノ
シ
シ
出
没
に
お
け
る
農
作
物
の
被
害
状
況
と
予
防

対
策
及
び
駆
除
対
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

国
県
、関
係
機
関
や
市
内
猟
友
会
、専
門
家
の

指
導
を
仰
ぎ
被
害
防
止
対
策
に
努
め
て
い
き
た
い

松岡地区で取り組まれて松岡地区で取り組まれて
いる薬用植物の実証栽培いる薬用植物の実証栽培
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地域交通づくりについて
農業後継者抜本対策について

負担を軽減し、払える国保税に
「子ども子育て支援新制度」と
待機児童解消対策について

４
月
か
ら
の
入
園
条
件
の

緩
和
な
ど
で
、
３
歳
未
満
の
待
機

児
童
が
１
６
５
名
発
生
す
る
見
込

み
か
ら
、
保
育
園
等
を
整
備
し
、

待
機
児
童
完
全
ゼ
ロ
を
達
成
し
た

い
と
の
こ
と
。
待
機
児
童
解
消
は

切
実
な
願
い
。
２
０
１
５
年
度
に

は
待
機
児
童
を
解
消
す
る
と
取
り

組
ん
で
き
た
は
ず
だ
が
、
解
消
は

可
能
か
。
２
０
１
５
年
度
以
降
の

見
通
し
は
。

「
待
機
児
童
完
全
ゼ
ロ
」

に
向
け
、
施
設
整
備
を
計
画
し
、

準
備
に
着
手
し
た
が
、
年
度
途
中

の
入
園
希
望
や
求
職
中
の
方
が
相

当
数
い
る
の
で
、
一
時
的
な
待
機

は
生
じ
る
と
思
う
。
現
在
公
募
し

て
い
る
３
歳
未
満
の
児
童
を
対
象

と
し
た
保
育
施
設
の
完
成
に
よ

り
、
平
成
27
年
度
中
に
は
、
待
機

児
童
の
完
全
解
消
を
見
込
め
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

28
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
住
吉

小
学
校
区
で
の
認
定
子
ど
も
園
の

開
設
、
保
育
園
の
定
員
の
見
直
し

等
に
よ
り
待
機
児
童
が
生
じ
な
い

状
況
が
続
く
も
の
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ 

地
域
交
通
づ
く
り
に
つ
い
て

 

Ａ 

「
市
公
共
交
通
条
例
」
の
策
定
は
、
理
念
と
し

て
理
解
で
き
る
こ
と
か
ら
、
研
究
し
て
い
き
た
い

Ｑ 

負
担
を
軽
減
し
、
払
え
る
国
保
税
に

 

Ａ 

国
保
事
業
の
安
定
し
た
運
営
の
た
め
に
は
、
被

保
険
者
か
ら
の
適
正
な
負
担
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い

Ｑ 

農
業
後
継
者
抜
本
対
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

認
定
農
業
者
の
推
進
、
集
落
営
農
の
組
織
化

等
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
推
し
進
め
て
い
き
た
い

Ｑ 

「
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
」と
待
機
児
童
解
消
対
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

現
在
公
募
し
て
い
る
保
育
施
設
の
完
成
に
よ

り
、
待
機
児
童
の
完
全
解
消
を
見
込
ん
で
い
る

米の収穫作業の様子米の収穫作業の様子

住吉小学校区の私立保育園住吉小学校区の私立保育園 他
の
質
問
‥
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
の
継
続
と
商
店
等
の
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
の
創
設
に
つ
い
て
、

猿
害
防
止
に
つ
い
て
、屋
根
雪
下

ろ
し
助
成
の
拡
大
に
つ
い
て

他
の
質
問
‥
消
費
税
増
税
に

よ
る
市
民
の
く
ら
し
や
経
済

に
つ
い
て
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市立図書館に対する市長・
教育長の考え方について
東豊小学校区にコミュニティ
センター建設を

①
現
在
、
駅
前
複
合
施
設

の
管
理
運
営
方
針
策
定
委
員
会
で

方
針
を
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
②
当
市
は
司
書
を
専
門
職

と
し
て
採
用
は
し
て
い
な
い
。
資

格
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
配
属
さ

れ
た
職
場
で
の
経
験
や
そ
こ
で
得

た
知
識
が
図
書
館
運
営
に
大
い
に

活
か
さ
れ
て
い
る
。
③
図
書
館
専

門
委
員
会
で
は
、
２
月
頃
に
は
運

営
方
針
の
策
定
を
終
え
、
新
年
度

に
図
書
館
の
理
念
や
駅
前
複
合
施

設
開
設
後
の
基
本
方
針
な
ど
に
つ

い
て
改
め
て
討
議
い
た
だ
く
方
向

で
準
備
を
進
め
て
い
る
。　

東
新
町
・
豊
町
の
人
口
は

約
１
万
人
、
市
の
約
１
割
に
相
当

す
る
。
現
在
の
豊
町
ふ
れ
あ
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
対
応

で
き
な
い
。
早
期
の
建
設
を
要
望

す
る
。

豊
町
ふ
れ
あ
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
度
に
耐

震
補
強
及
び
改
修
を
行
い
、
年
間

約
１
万
８
千
人
の
利
用
が
あ
り
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
少
な
く
、
手
狭

感
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
市
の
整
備
方
針
で
は
、
平
成

27
年
度
に
建
設
予
定
の
川
東
地
区

を
も
っ
て
終
了
と
し
て
い
る
が
、

各
地
区
で
は
新
た
な
地
域
づ
く
り

の
機
運
も
出
始
め
て
お
り
、
拠
点

と
し
て
の
要
望
も
聞
い
て
い
る
。

今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

状
況
や
熟
度
を
含
め
、
検
証
す
る

よ
う
担
当
課
に
指
示
し
た
。
新
た

な
施
設
整
備
は
、
多
額
の
予
算
が

伴
い
、
財
政
計
画
上
の
課
題
が
あ

り
、
早
期
の
実
現
は
約
束
が
で
き

な
い
が
、
東
豊
地
区
の
皆
さ
ま
の

「
や
る
気
」
を
十
分
に
受
け
止
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ 

市
立
図
書
館
に
対
す
る
市
長・教
育
長
の
考
え
方
に
つ
い
て

 

Ａ 

司
書
を
専
門
職
と
し
て
採
用
は
し
て
い
な
い
が
、
配
属

さ
れ
た
職
場
で
の
経
験
が
図
書
館
運
営
に
活
か
さ
れ
て
い
る

Ｑ 

東
豊
小
学
校
区
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
を

 

Ａ 

東
豊
地
区
の
皆
様
の
「
や
る
気
」
を
十
分

に
受
け
止
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る

豊町ふれあいコミュニ豊町ふれあいコミュニ
ティセンターティセンター

27年度からの「生活困窮者自立
支援法」実施に向けて
「新地方教育行政の組織及び運営
に関する法律」の施行に向けて

Ｑ 

27
年
度
か
ら
の
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
実
施
に
向
け
て

 

Ａ 

国
・
県
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
４
月
１
日

実
施
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
る

教育委員会１月定例会の様子教育委員会１月定例会の様子他
の
質
問
‥
新
発
田
駅
前
地

下
通
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

と
駅
東
ロ
ー
タ
リ
ー
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
に
つ
い
て

Ｑ 

「
新
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」の
施
行
に
向
け
て

 

Ａ 

改
正
で
は
、教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化

し
、議
会
の
同
意
を
得
て
、新「
教
育
長
」を
任
命
す
る
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委員長　渡邊　喜夫

　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案７件、審査の結果、議案はすべて可決す
べきものとしました。

■一般会計補正予算（第８号）について（当委員会所管分）  

■財産の取得（新発田市食品工業団地造成事業用地）について  

■一般会計補正予算（第９号）について  

■新発田市立学校の設置に関する条例の一部を改正する条例制定について  
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　議案は常任委員会に付託され、慎重に審査されます。
　その審査の経緯と結果は、本会議で各常任委員長が報告し、質疑、討論を経て採決さ
れます。

常任委員会の審査状況

　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案５件、請願が１件、審査の結果、請願１
件は不採択とし、その他の議案はすべて可決・承認すべきものとしました。

■一般会計補正予算について（当委員会所管分）  

■市長等の給料の特例に関する条例制定について  

委員長　加藤　和雄

委員長　佐久間 敏夫

　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案６件、請願が２件、審査の結果、請願１件
は不採択とし、その他の議案はすべて可決すべきものとしました。

■一般会計補正予算について（当委員会所管分）  
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　山村地域は農林業の低迷や就業機会の減少、過疎

化・高齢化の進行に伴う集落機能の低下などによ

り、依然として厳しい状況が続いている。こうした

中で山村振興法の期限を2015年３月末に迎えるが、

山村地域の現状と果たす役割の重要性を踏まえ、地

域振興・地域林業の確立に向け、次の事項について

適切な措置を講ずるよう強く要望する。

①山村振興法の延長及び内容の拡充を図り、山村

振興の目標に地域林業の確立、就業機会の増大

と定住の促進を盛り込み、その達成に必要な施

策を講じること

②森林吸収源対策に係る安定的な財源確保に努

め、森林施業の集約化促進に更なる支援を図る

こと

（提出先）　衆 議 院 議 長　参 議 院 議 長

 内閣総理大臣　農林水産大臣

　今後、わが国が世界で最も「女性が輝く社会」を

実現していくため、次の事項について適切な措置を

講ずるよう強く要望する。

①「2020年に指導的地位に占める女性の割合30

％」の目標に、政府、国会、地方自治体が率先

して取り組み、毎年進捗状況を公表すること

②女性が幅広い分野で活躍できるよう、働きやす

い環境整備のための支援措置を創設すること

③同一労働にもかかわらず男女間に生じる賃金格

差の実質的な解消のために必要な措置を早急に

講じること

④企業などに対し、「マタニティ・ハラスメン

ト」を防ぐ行動計画の策定を義務付けること

⑤子ども・子育て環境の充実に向けて、予算・税

制を抜本的に見直すこと

⑥「女性の健康の包括的支援法」の制定など幅広

い支援を一層拡充すること

（提出先） 衆 議 院 議 長　参 議 院 議 長

 内閣総理大臣　女性活躍担当大臣

 財 務 大 臣　厚生労働大臣

 経済産業大臣　国土交通大臣

 文部科学大臣　総 務 大 臣

　国民健康保険制度は、社会情勢の移り変わりの中

で、制度設計した当時に比べ加入者層が様変わり

し、無職者や高齢者など低所得世帯が占める割合が

増え、あわせて高齢化に伴う医療費増により、保険

料負担が増大した。協会けんぽや共済と比べてその

負担は２倍から３倍になっている。

　国民健康保険は、低所得世帯の保険であり被保険

者の相互扶助では成り立たない医療保険であり、ま

た被用者保険の事業者負担分にあたるものがないた

め、社会保障制度として国庫負担によって支えられ

ている。貧困や格差が広がる中で、誰もが安心して

医療が受けられる社会保障としての国民健康保険制

度を存続・発展させるために、国庫負担の増額を求

める。

（提出先） 内閣総理大臣
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　12月15日に、加治川小学校の６年生の児童43名

が社会科の授業の一環で、本会議の傍聴に訪れま

した。

　子どもたちは、一般質問の様子を真剣な表情で

見学していました。小学校から、お便りをいただ

きましたので、紹介します。

「身近な暮らしと政治」を学ぶ
～加治川小学校市議会傍聴～～加治川小学校市議会傍聴～

　本会議（定例会）の様子を、エフエムしばた
（76.9MHz）で生放送します。
　生放送は本会議開始（午前10時）から終了まで全て
放送します。
　緊急情報や休憩などにより中断することがありま
す。

本会議を
エフエムしばた
（76.9MHz）
で生放送します

○ホームページで市議会を紹介
【市議会ホームページアドレス】
http://www.shibata‐shigikai.jp/

　市議会のホームページでは、市議会のしくみや議
員名簿、議会日程等を掲載しています。
　また、本会議や常任委員会で議員の質問や市長等
の答弁を記録した「会議録」を検索閲覧すること
ができます。他にも、｢市議会だより｣のバックナン
バー（83号以降）を見ることができます。
　なお、会議録（冊子）は、市立図書館に設置され
ています。

Citizen voice声市 民 の
　

初
め
て
の
本
会
議
傍
聴
だ
っ
た

の
で
、
緊
張
し
て
臨
ん
だ
が
、
議

場
で
の
議
事
の
や
り
と
り
は
全
体

的
に
整
然
と
し
て
い
て
好
印
象
を

受
け
ま
し
た
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
質
問
す
る

議
員
さ
ん
方
の
質
問
事
項
に
関
す

る
資
料
が
明
瞭
に
準
備
さ
れ
て
い

て
、
聴
い
て
い
る
者
に
解
り
易

か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
資
料
を
準

備
さ
れ
て
本
会
議
に
臨
ま
れ
た
議

員
さ
ん
に
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
を

表
し
た
く
存
じ
ま
す
。

　

運
営
上
の
問
題
が
あ
る
の
で
時

間
の
制
約
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
お
り
ま
す
が
、
議
論
に
上
す
べ

り
、
表
面
的
な
感
じ
を
抱
い
た
の

も
事
実
で
す
。
市
長
の
答
弁
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
も
っ
と
担
当
課

長
答
弁
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
と
通

告
項
目
が
事
前
に
も
っ
と
市
民
に

公
開
さ
れ
て
い
い
の
で
は
な
い
か

と
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。

　

傍
聴
を
取
扱
う
事
務
局
員
の

方
々
の
紳
士
的
な

態
度
に
感
心
い
た

し
ま
し
た
。

子どもたちから

学校から

○よりよい新発田市をめざして真剣に議論してい

る様子をみてすごいと思った。２期目の市長の

決意や考えを聞くことができてとてもよかっ

た。

○新発田市議会の傍聴は、初めてだった。議員さ

んたちが私たち市民のことを考えて、質問した

り意見を述べたりしていることが分かった。

○新発田市議会の議場が市役所の２階にあること

を初めて知った。議長や市長、議員の席などき

ちんと決められてあり、話し合いがしやすいよ

うにできていた。

○市民のためにもっと暮らしやすくなるように

様々な質問をしていた。短い時間で分かりやす

く説明するために事前に発表内容をまとめてい

ることが分かった。

○市議会にもたくさんのルールがあることが分か

った。傍聴整理券を配付したり、一般質問の内

容を事前に通告したり運営面で工夫していた。

傍聴は、貴重な体験になった。

「住民の願いと政治は、どのようなしくみでつ

ながっているのか」を学習課題として新発田市議

会を傍聴させていただきました。傍聴するのは、

初めての経験でどの児童も本会議場での真剣さや

厳粛さを身をもって感じていました。よりよい

新発田市をめざして真剣に議論している様子にふ

れ、貴重な体験となりました。その地域の特色を

生かし、問題を解決していく政治を住民と共に進

めていくことは、市町村や都道府県の政治の大切

な役割です。今後、新発田市を例にさらに学習を

深めていきたいと思います。

田
邉　

敏
夫



〔14〕

議会報告会を開催しましたた

○議員の皆さんが直接市民と向き合う姿勢はすばらし
いことです。ずっと続けていってください。

○回数を重ねるたびによりよい報告会になっているよ
うに感じます。

○報告会開催日時を複数開催すべきではないか。議会
改革の取り組みとしても、市民からの意見を多く聞
き、実態を把握してもらいたい。

○意見交換の時間をもっと長くしてほしい。
○陳情の場ではないと思う。陳情会にならないように
誘導してほしい。

○市政に対して議会報告会ばかりでなく、関心を呼び
起こすよう工夫してください。我々、市民も地域づ
くりに励むべきなのだが。
○参加者がいつもと同じで新鮮味に欠けて、真の市民
の声が反映されないと感じた。
○参加者が少ない。若い方や子育て中の方がいないの
はなぜか。
○もっと解りやすく説明する工夫は出来ないか。
○質問に対して的外れの回答や一部回答が無いものが
見受けられた。

報告会についての主な意見・感想・提案など（アンケート記入分）

開かれた議会を目指して

○ 報告・説明内容について ○ 報告・説明時間は

○ 開催時間帯でよいのは ○ 参加しての感想は

○ 意見交換会について

よくわかった
　　18％

平日の昼
　16％

休日の昼
　51％

休日の夜
　15％

平日の夜
　13％

どちらかと言うと
よくわかった
　　　56％

よくわからな
かった
2％

どちらかと言うと
よくわからな
かった
24％

長すぎた
　6％

どちらかと言うと
長すぎた
　　  67％

どちらかと言うと
よかった
　　  55％

意見が出て
よかった
　  38％

非常によかった
　　 34％

どちらかと言うと
短すぎた
　　22％

どちらかと言うと
意見が出て
よかった
53％

意見が出ず物足り
なかった 3％短すぎた

5％
どちらかと言うと
意見が出ず物足り
なかった
　　　6％

意味がなかった 1％
どちらかと言うと
あまり意味が
なかった
　　10％

未記入 5％

アンケート結果
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会　　　場 参加者
農業サポートセンター（川東） ７人

七葉コミュニティセンター 21人

五十公野コミュニティセンター 10人

加治川地区公民館 ７人

議会報告会議会報告会をを開催しました開催しまし
　今年度２回目となる議会報告会を、昨年11月22日に
市内８会場で開催しました。
　平成22年度から始めた議会報告会は、今回で９回目。
今回は98人の市民の皆さんにご参加いただきました。
　報告会では、平成25年度一般会計決算関係を中心に９
月定例会で審議された内容のほか、これまで取り組んで
きた議会改革の取り組みについて報告し、参加された皆
さまと活発な意見交換を行うことができました。　
　ご参加いただいた皆さん、ありがとうございました。

にに

でで
皆皆

Ｑ  　市の財政状況について、約470億円の決算額で自
主財源（税収）が約180億円で、市債残高が増えて
いるが、どのように減らし、返済していくのか。ま
た、議会で協議しているのか。

Ａ  　市債残高は948億円である。約527億円が交付税で

措置され、利用料金などで返済する額が271億円であ

る。残りの150億円が市税で返済する額で、平成21年

度は188億円あったが、少しずつ減っている状況であ

り、議会としてもしっかりと推移を見ている。

Ｑ  　市の自主防災組織率は65％で県平均より低い。
住みよいまち日本一をつくるため、議会でも自主防
災組織率を高めるよう考えてもらいたい。

Ａ  　地域の状況を把握し組織率が上がるよう、議会か

らも執行部に話をしていく。

Ｑ  　緊急告知ラジオの販売価格が依然として高い。自
主防災組織として購入を計画しているが補助してほ
しい。

Ａ  　災害時のラジオの普及率を上げるため、市の補助

や協賛企業を募った販売などを議会として提案して

いる。

Ｑ  　請願や陳情が否決されているが、議会は市民の意
見を聞かないのか。

Ａ 　請願や陳情は、本会議や各常任委員会でそれぞれ

の議員が意見を持ち、しっかり議論している。賛否

は各自であるが、議決は必要である。

Ｑ  　会派で視察に行く理由は。視察後の効果や実績は
どのように反映されているか。費用はどのように
なっているか。

Ａ 　同じ目的、考え方の議員が集まり会派（政策集

団）を作り、先進自治体の施策を現地で直接話を聞

くなど調査している。視察後は、報告書をまとめ、

本会議での一般質問や委員会で議論をしている。最

近であると新庁舎や図書館の建設や運営などに議会

の意見も反映されている。会派視察の費用について

は、政務活動費を使用しており、領収書を提出し、

監査を行い、情報公開できる体制である。

　 　また、常任委員会では付託を受けた議案や課題に

基づき視察をしている。

　 　なお、視察先には事務局を通じ、市議会として正

式に依頼をして、目的をもった視察をしている。

が

主な質疑応答など

会　　　場 参加者
生涯学習センター 16人

豊浦地区公民館 ７人

紫雲寺地区公民館 ５人

佐々木コミュニティセンター 25人

各会場の参加者数
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編　集　委　員 編集後記

本市議会
行政視察状況
（10月）

☆議会運営委員会
　視 察 先：加賀市、上越市
　視察内容：議員政治倫理条例、議会改革

☆社会文教常任委員会
　視 察 先：米沢市、花巻市、秋田市
　視察内容：悪臭対策の取り組み
　　　　　　子育て支援の取り組み

☆総務常任委員会
　視 察 先：那須塩原市、鶴ヶ島市、荒川区　
　視察内容：定住促進の取り組み
　　　　　　公共施設利用計画策定の取り組み
　　　　　　荒川区民総幸福度について

12月定例会傍聴席の様子12月定例会傍聴席の様子

※一般質問２日目及び３日目は、一般質問の通告議員が多い場合に行います。

2月20日  告示日、会派正副会長会議、議会運営
委員会

2月23日 請願・陳情・意見書提出期限
2月25日 議会運営委員会
2月27日 本会議（提案理由説明・委員会付託）
3月 4日 総務常任委員会
3月 5日 社会文教常任委員会
3月 9日 経済建設常任委員会
3月10日 本会議（会派代表質問）
3月11日 本会議（一般質問1日目）
3月12日  本会議（一般議案・補正予算採決・※

一般質問2日目）
3月13日 本会議（※一般質問3日目）
3月16日 一般会計予算審査特別委員会
 （３セク・財務課長総括説明）
3月17日 一般会計予算審査特別委員会（総務関係）
3月18日  一般会計予算審査特別委員会（社会文

教関係）
3月19日  一般会計予算審査特別委員会（経済建

設関係・市長総括質疑）
3月23日 議会運営委員会
3月25日 本会議（最終日）
 （一般会計予算議案採決）

変更等の場合は、ホームページ・エフエムしばた等でお知らせします。

2月定例会日程予定2月定例会日程予定2月定例会日程予定2月定例会日程予定 してして
みませんかみませんか

傍聴


